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 本町四丁目（旧西町）の獅子舞は、本町四丁目青年団に

よって行われ、10月中旬に本町地区を巡行します。 

 獅子頭は桐材白木で、２点保有しており、１点は明治 23

年（1890）頃に現在の金沢市大樋
お お ひ

町の彫刻家荒木乗寛
あらきじょうかん

の作

です。犀川
さいがわ

の洪水
こうずい

の際に流れて来た桐の根を持ち帰り、雄
おす

と雌
めす

の獅子頭を製作したと伝わります。四丁目の獅子頭

は雌
めす

で、雄
おす

は金沢市米
よな

泉
いずみ

町の神社が保有しています。 

 現在は平成４年（1992）に、白山市鶴来
つ る ぎ

の獅子頭職人

知田清雲
ち だ せ い う ん

により新調された獅子頭を主に用いています。 

 演舞は、獅子殺しを主体とし、棒振りは棒・薙刀・太刀

の武具を用いて獅子に向かいます。 
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